
クラミジア感染症について

クラミジア感染症は、性感染症のなかで最も多くみられる感染症です。

女性では、おりものが多くなる、下腹部痛、不正出血、性交時痛などの症状が見られます。

男性では排尿時に痛みや不快感を感じることがあります。

自覚症状がなく、気が付かないうちに病気が進行したりパートナーへ感染をさせてしまうこ

とがあります。

クラミジア感染症を放置すると…

● 不妊症

子宮、卵管周囲への癒着などの変化から不妊症になる可能性もあります。

● 新生児への感染（母子感染）

生まれてくるお子さんが感染すると、結膜炎や肺炎などを起こすことがあります。

● パートナーへの感染

性行為により感染するため、パートナーも検査・治療する必要があります。
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検査 血液検査や尿、腟分泌物から検査をすることができます。

治療 抗生物質を内服します。内服後、３週間以降に検査をして治ったことを確認します。

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。
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